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北方林業研究室

1.天 然生 ミズナ ラ二次林除伐試験

青 木 尊 重 中 島 誠

今 田 盛 生

1研 究の目的

近年,北 海道森林の圧倒的大部分を占める天然生林 に対する施業の問題が大 き《とりあげ

られて.各 種の試験雌 や られており,本 演習林に は北方林の有用広葉樹であるミズナ琳

しか もその二次林が非常に多いので,こ のミズナラ林 に対する施業法の体系的試験,研 究を

行 りことは,本 演習林 として,き わめて重要な任務である。

その施業体系のうち,本 試験は天然生 ミズナラニ次林に対する除伐法を確立することを目

的 とする。

方 法

昨年度 も除伐試験地を3個 所設定 したのであるが,本 年度の試験地設定方法は,そ の同一一一一

:方法によ9設 定 した。すなわち.10～20年 内外tで の時期を除伐期.とし,ζ の期間にお

.ける除伐方法.除 伐開始時,除 伐繰返 し年等を研究す るため,次 の第1表 の如 く,5～4個

pプSi:・・Fよ 嫉 る礁 験地轍 定 した・lt$・・1・ 年・tSGIE,2昨 の夫 々に 獄 験 つ

つとした。昨年度,第1～5除 伐試験地の設定を完了 しているので,本 年度は第4～6除 伐

試験地 とする。

第1表 試験地誇よぴ試験区

ただ し,第 鵡1,9,亙 試験区 とは各試験地内の立木を

① 暴れ木となる可能性のあるミズナラ

② ミズナラより成長の大きい他樹種

③ 蔓 類



④ 形質.樹 種の特に不良 なもの

⑤ 被圧された動芽木

⑥ 優 良 木

の如 《区分 した場合①～⑤を除伐対象 とするが,次 の第2表 の如 く伐除す るものである。除

伐度は本数除伐率 を基準 とするものである。

第2表 各試験区の除伐木tsよ び除伐度

亙 経 過

昭和59年7月 下旬～8月 中旬に試験地分画biぴ 除伐木の選定を実施 し,除 伐木の伐除

を同年9月 に終了 した。昨年度設定 した第1～5除 伐試験地 を参考のため合せて次に試験

地概要をあげる。

W今 後の見通 し

10年 生,15年 生,20年 生㊨ミズナラニ次林に夫 々2個 ずつの試験地を昭和58.5

9年 度にわたつて設定 したのであるが,5年 毎κ夫 々成長状態を調査 して,ミ ズナラニ次林

に対する除伐方法等を確立 したい。



第
5衷
除
伐
試
験
地
設
定
概
要


